別紙様式第１４号
　                                                         年　　月　　日
地方農政事務所長
地方農政局長
北海道農政事務所長     　　殿
内閣府沖縄総合事務局長           
農業者等                               
住　　所
氏　　名       　　　　　　　　　　 ㊞
電話番号
平成○年産新規需要米取組計画書
米穀の生産調整実施要領（平成２０年１月３１日付け１９総食第９４９号農林水産省総合食料局長通知）別紙４の第５の１に基づき、下記のとおり申請します。
記
１　取組の概要
	 （具体的な取組内容及び使途）


２　生産に関する事項
（１）水田の地番　　　　   ：
（２）作付品種　　　　　   ：
（３）生産予定数量　   　  ：　　　　　　　kg
（４）生産予定面積　 　　    ：         ．   ａ
（５）収穫予定月日　　　   ：　　　月　　日頃
３　供給計画に関する事項
（１）需要者の住所　　　　 ：                
（２）需要者の名称   　　　：
（３）前年度販売実績数量　 ：　　　　　　　kg
（４）今年度販売予定数量　 ：　　　　　　　kg　
４　適正流通に関する事項（主食用途流通防止の措置）

	


【添付書類】
１　需要者との販売契約の写し
２　需要者の誓約書
３　その他認定に必要な書類

別紙様式第１４－１号 
新規需要米の販売等に関する契約書
  （農業者）○○（以下「甲」という。）と（需要者）○○（以下「乙」という。）は、甲が生産する平成○年産の新規需要米（○○用。以下同じ。）について、以下のとおり、契約を締結する。
１　甲は、以下のほ場において生産した、平成○年産の新規需要米○○トン（作柄の状況等による生産量の増減により、契約数量に変更が生じる場合があり得る。）を、乙に対し、○年○月○日までに引き渡すものとする。
　　水田の所在・地番：　　　　　　　　　　　　　　　　
　　水　田　面　積　：　　　　　　　　　　．　　　ａ　
２　乙は、１により引渡しを受けた新規需要米のすべてを、○○用として用いるものとする。
　　この契約の成立の証として、本書２通を作成し、記名押印の上、各々１通を保有するとともに、地域協議会及び地方農政事務所等に写し各1通を提出するものとする。
また、これに合わせて、乙は、別添の誓約書を２通作成し、記名押印の
上、地域協議会及び地方農政事務所等に各１通を提出するものとする。
  平成○年○月○日
甲　　住　所：
氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
      　 乙　　住　所：
        　 　   氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
注：　複数者間による契約の締結が必要な場合は、その実態に即して、様式を適宜変更しても差し支えない。
なお、別紙４の第３の１「飼料用」及び２「米粉用（米以外の穀物代替となるパン・麺等の用途）」に該当する場合は、違約金条項を明記すること。
別紙様式第１４－２号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成○年○月○日
誓　約　書
○○地域協議会の代表者    
○○農政事務所長等　　　　殿
　私は、（農業者）○○（又は集荷業者等○○）より買い受けた新規需要米（○○用）について、そのすべてを○○用に用いることとし、主食用へ転用しないことを誓約します。
　また、この誓約書を遵守していることを確認するため、地域協議会・地方農政事務所等の職員から調査依頼があった場合には、協力します。
　万一、この誓約書に反した場合には、以下の措置が講じられることに異存がないことを申し添えます。
　１　その名称や違反した事実を公表する。
　２　当分の間、新規需要米の契約当事者として認めない。
　３　食糧法第２９条に規定する政府米の買受資格者として認めない。
（需要者）住　所：
氏　名：　　　　　　　　㊞
注：　農業者等が誓約書を作成する場合は、その実態に即して、様式を適宜変更しても差し支えない。
その際、別紙４の第７の４の（１）に規定する農業者等に対する措置も併せて記載する。
